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第１９回全国高等学校少林寺拳法選抜大会 

実 施 要 項 

 １．目  的 ：  大会は、教育活動の一環として高等学校（後期中等学校を含む）生徒に広くスポーツ実践 

          の機会を与え、技能の向上とスポーツ精神の高揚を図るとともに、少林寺拳法の正しい姿を    

一般に公開して、高校生として健全な精神と肉体を育成することを目的とする。 

 ２．期  日 ： 平成２８年３月２５日（金）   ９：００～１９：３０ 

               ３月２６日（土）   ８：１０～１７：００ 

               ３月２７日（日）   ８：１０～１５：００ 

 ３．会  場 ： 善通寺市民体育館 

          〒７６５－００３１ 香川県善通寺市金蔵寺町３９８番地６ 

          ＴＥＬ ０８７７－６２－７４００ 

 ４．主  催 ： 一般財団法人少林寺拳法連盟 

          公益財団法人全国高等学校体育連盟少林寺拳法専門部 

 ５．共  催 ： 公益財団法人全国高等学校体育連盟 

 ６．後  援 ： 文部科学省・公益財団法人日本体育協会・公益財団法人日本武道館･少林寺拳法振興議員連盟・ 

香川県・岡山県・香川県教育委員会・岡山県教育委員会・善通寺市・善通寺市教育委員会・ 

多度津町・多度津町教育委員会・公益財団法人香川県体育協会・公益財団法人岡山県体育 

協会・香川県高等学校体育連盟・岡山県高等学校体育連盟・四国新聞社・ＯＨＫ岡山放送  

（申請予定） 

 ７．主  管 ： 香川県高等学校体育連盟少林寺拳法専門部 

 ８．競技種目 ： 男女別に次の種目とし、種目ごとの人数・演武時間を次のように定める。 

種目 人数 演武時間 武階（資格） 

団体演武の 部 ６名 １分３０秒～２分 ― 

自由組演武の部 ２名 １分３０秒～２分 ３級以上に限る 

規定組演武の部 ２名 １分３０秒～２分 ４級以下に限る 

自由単独演武の部 １名 １分００秒～１分１５秒 ３級以上に限る 

規定単独演武の部 １名 １分００秒～１分１５秒 ４級以下に限る 

弁論の部 １名 ― ― 

※ 上記の自由組演武出場者は両者が3級以上、規定組演武出場者は両者が４級以下であること。 
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 ９．競技方法  

  ［基準］ 「（一財）少林寺拳法連盟競技規則」「全国高等学校少林寺拳法選抜大会規則」に基づき行う。 

       同規則に記載なき事項は、「本大会実施要項及び申し合せ事項」「全国高等学校少林寺拳法大会規 

則」を準用する。 

①男女混合の組み合わせは、不可とする。 

②団体演武の部のみ兼ねて出場できる。 

 （団体演武と組演武、団体演武と単独演武の重複出場は可） 

③団体演武の部は、１・６構成については単独演武、２～５構成については組演武にて行うこと 

 とする。なお、構成の組み方については自由とする。詳細については別途記載のとおりとする。 

④地区予選参加申し込み時に登録した者以外の者を含むときは失格とする。 

⑤団体演武の部については８名まで登録でき、そのうち６名が演武を行う。 

       ⑥規定組演武の部は、指示した技をそれぞれの構成の最初に入れて順序どおり行うこと。 

        但し、同じ技を交代で行う必要はない。 

       ⑦規定単独演武の部は、指示した技をそれぞれの構成の最初に入れて順序どおり行うこと。 

１０．ゼッケン・道衣など 

         ※本選抜大会用ゼッケンをつけること。なお、指定している位置、方法で付けること。 

          道衣は、一般財団法人少林寺拳法連盟競技規則服装規定の定めるものとし、道衣以外の 

          もの（例．胴、はちまき、ワッペンなど）の着用は禁止する。 

          （袖まくり、裾おり、極端に大きな道衣の着用を禁止する。） 

１１．表  彰   

①各種目とも技能優秀と認められる上位６位までを決め、賞状を授与する。 

       ②最優秀都道府県賞（男子・女子） 

         ア 男女それぞれに、都道府県ごとの総合得点の最も優秀と認められた都道府県に公益財団法人全 

国高等学校体育連盟少林寺拳法専門部より最優秀旗を授与する。 

         イ 都道府県の総合得点は、各種目において次の得点を加算する。 

           ※１位に１０点・２位に８点・３位に６点・４位に５点・５位に４点・６位に３点を加算する。 

         ウ 同点の場合は、１位の組数が多い都道府県に賞を与える。 

           ※１位数が同数の場合は２位の組数で、以下同様にして一都道府県を選出する。 

        ③各種目の優勝杯、最優秀都道府県賞旗については、次期大会時に返還する。 

なお、各種目の優勝校には、返還時にレプリカを授与する。 

１２．参加資格  

①選手は、学校教育法第１条に規定する高等学校（中等教育学校後期課程を含む）に在籍する生徒 

であること。 

        ②選手は、都道府県高等学校体育連盟に加盟している学校の生徒で、各都道府県の専門部及び高校 

連盟に選手登録し、当該競技実施要項により全国大会の参加資格を得た者に限る。但し、専門部及 

び高校連盟が設置されていない県については、高体連加盟校の生徒であることとする。 

        ③年齢は平成９年４月２日以降に生まれた者とする。但し、出場は同一競技２回までとし、同一 

         学年での出場は１回限りとする。 

        ④チーム編成において、全日制課程・定時制課程・通信課程の生徒による混合は認めない。 
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        ⑤統廃合の対象となる学校については、当該校を含む合同チームによる大会参加を認めることもあ 

るが、原則は学校対抗とする。 

        ⑥転校後６ヶ月未満のものは参加を認めない。（外国人留学生もこれに準ずる。） 

        ⑦但し、一家転住などやむを得ない場合は、各都道府県高等学校体育連盟専門部長又は高等学校連 

盟会長の許可があればこの限りではない。 

        ⑧出場する選手はあらかじめ健康診断を受け、在学する学校の校長及び所属する都道府県高等学校 

体育連盟専門部長又は高等学校連盟会長の承認を必要とする。 

        ⑨一般財団法人少林寺拳法連盟への平成２７年度登録済み者であること。 

          ※登録とは、所属先の団体登録及び選手の個人（会員）登録をいう。 

        ⑩引率責任者（別記）の引率がない出場は認めない。 

        ⑪学校対抗であるので、出場組及びチームは同一校の生徒とする。 

        ⑫参加資格の特例 

         １.上記①②に定める生徒以外で、当該競技実施要項により大会参加資格を満たすと判断され、都

道府県高等学校体育連盟専門部又は高等学校連盟が推薦した生徒について、別途に定める規定

に従い大会参加を認める。 

         ２.上記③の但し書きについては、学年の区分を設けない課程に在籍する生徒の出場は、同一競 

技３回限りとする。 

【大会参加資格の別途に定める規定】 

１ 学校教育法第７２条、１１５条、１２４条及び１３４条の学校に在籍し、都道府県高等学

校体育連盟又は高等学校連盟の大会に参加を認められた生徒であること。 

２ 以下の条件を具備すること。 

（１）大会参加を認める条件 

      ア 本連盟の目的及び長年にわたる活動を理解し、それを尊重すること。 

         イ 参加希望する特別支援学校、高等専門学校、専修学校及び各種学校にあっては、学

齢、修業年限ともに高等学校と一致していること。 

また、連携校の生徒による混成は認めない。 

         ウ 各学校にあっては、都道府県高等学校体育連盟又は高等学校連盟予選会から出場が

認められ、全国大会への出場条件がみたされていること。 

         エ 各学校にあっては原則、部活動が教育活動の一環として、日常継続的に責任ある顧

問教員の指導のもとに適切に行われており、活動時間等が高等学校に比べて著しく

均衡を失していず、運営が適切であること。 

（２）大会参加に際し守るべき条件 

         ア 全国高等学校少林寺拳法選抜大会開催実施要項を遵守し、競技大会申合せ事項等に

従うとともに、大会の円滑な運営に協力すること。 

         イ 大会参加に際しては、責任ある教員が引率するとともに、万一の事故の発生に備え

て傷害保険に加入しておくなど、万全の事故対策を講じておくこと。 

         ウ 大会開催に要する経費については、応分の負担をすること。 

  ⑬選手の参加資格において、その不備・欠如等があった場合は、その該当者については、本大 

   会も含め各地区及び各都道府県にて実施された、予選大会からその出場は無効扱いとする。 

入賞した場合も、その受賞を認めない。

１３．引  率 

    ①引率責任者は、団体の場合は校長の認める当該校の職員とする。個人・組の場合は校長の認める 

     学校の職員とする。 

    ②引率責任者及び監督・コーチ等は競技中、（競技フロアー）への立ち入りは禁止する。 
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１４．選抜方法・出場枠数 

① 都道府県単位で代表選手を選出する。選抜方法は都道府県高等学校体育連盟の理解を得て、都道府県

体育連盟専門部及び高校連盟に、その運営を一任する。 

ただし、前記の組織がない場合は、前述と同様に都道府県高等学校体育連盟の理解を得て、都道府県 

少林寺拳法連盟が代務することもある。 

② 都道府県ごとの出場組数 

     男女別に規定組演武の部２組、自由組演武の部２組、規定単独演武の部２名、自由単独演武の部２名、 

団体演武の部１チーム。 

      なお、規定組演武、規定単独演武については４級以下の者が出場し、自由単独演武、自由組演武は 

３級以上の者が出場する。 

③ブロック大会で選出する場合は、参加都道府県数に各種目の出場枠数を掛けた数をブロック代表 

とする。ブロックは、公益財団法人全国高等学校体育連盟少林寺拳法専門部の定める地区区分とする。 

１５．参加申込 ： 大会参加は、都道府県高体連専門部及び高校連盟が一括して申し込むこと。 

          都道府県高体連専門部及び高校連盟がない場合は、その都道府県少林寺拳法連盟が一括し 

          て申し込みを行う場合もある。 

     《申込先》全国高等学校少林寺拳法選抜大会 大会事務局 

           〒７６４－８５１１ 香川県仲多度郡多度津町本通３-１-５９ 

 一般財団法人 少林寺拳法連盟 振興普及部 

           ＴＥＬ ０８７７－３３－２０２０   ＦＡＸ ０８７７－５６－６０２２ 

     《参加費》  団体演武の部        １チームにつき  ２０，０００円 

自由・規定組演武の部    １名につき     ３，０００円 

自由・規定単独演武の部   １名につき     ３，０００円 

  ※参加費は、同封の郵便振替払込用紙を使用し、大会事務局へ送金のこと。 

《締 切》平成２８年１月１５日（金）必着 

１６．弁論の部について 

   ・指定されたテーマの中からいずれか一つを選択し、規定に従い発表原稿を作成、各都道府県担当者に提出する。 

・各都道府県において優秀者２名を選考する。 

・各都道府県担当者が、優秀者２名の原稿をとりまとめて、申込先に送付する。 

   ・弁論発表に際しては、道具の使用や過度な身振り、手振り(手話など)は認めない。 

《テーマ》 ①この時代に私はどう生きるか         ②私にとっての平和とは 

        ③少林寺拳法を通じて後輩に伝えたいこと    ④私にとっての部活動 

        ⑤高校少林寺拳法部の普及・発展について    ⑥これからの少林寺拳法が目指すところ 

        ⑦少林寺拳法の教えを日常生活でどう生かすか 
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《規 定》 ・Ｂ４判４００字詰め縦書き原稿用紙３枚とする。 

・原稿用紙は学校名の記載のないものを使用する。 

        ・記入は直筆に限る。パソコン・ワープロの使用は認めない。 

        ・テーマ・都道府県名・学校名・学年・資格・氏名(フリガナ)・年齢を記入した表紙をつける。 

・１行目にテーマ、２行目より本文を書き始める。 

        ・原稿はコピーをしても明瞭なように文字は大きく濃く書く。 

・原稿にはページ数をつけ、表紙とともにクリップで綴じる。 

・原稿は返却しないので、必要な場合はコピーをとっておく。 

  《申込先》 〒９８５－００５６ 宮城県塩釜市泉ケ岡７番１号  東キャンパス 

        宮城県塩釜高等学校  小 島 美 貴 

        ＴＥＬ ０２２－３６２－０１８８  ＦＡＸ ０２２－３６２－０１８９ 

《参加費》 本選出場者１名につき ３,０００円 を演武出場費とは別に納入する。 

        予選結果通知書とともに送付する郵便振替払込用紙を使用する。 

《締 切》 平成２７年１１月２０日（金）原稿必着 

１７．宿泊・昼食申込 ： 旅行業者に一任する。申込・変更等は旅行業者からの案内を参照すること。 

             （１１月発送予定） 

１８．引率責任者会議 ： 引率責任者１名（校長が認める職員）は、必ず出席すること。 

             ※引率責任者（１名）以外の同席は認めない。 

     《会 場》善通寺市民体育館 内   香川県善通寺市金蔵寺町３９８番地６ 

                        ＴＥＬ ０８７７－６２－７４００ 

《日 時》３月２５日（金）     １４：３０～１５：００ 

１９．傷害保険 ： 競技中の事故は、主催者側で傷害保険に加入しているので連絡すること。 

          また、健康保険証は各自持参すること。 
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２０．大会日程   

第１日目   ３月２５日（金）  ※大会会場 

 9:00～12:00 全国高体連専門部常任委員会 

 12:30～ 出場校受付 

 13:00～14:30 都道府県専門委員長・理事長会議    

 14:30～15:00 引率責任者会議 

 15:00～ 開会式 

 15:55～17:30 弁論発表・講評 

 17:30～ 諸連絡・解散 

 18:00～19:30 全国大会審査関連講習会（別途開催）

第２日目   ３月２６日（土）  ※大会会場 

8:10～  

9:00～ 9:30 

開場 

審判会議 

 10:00～11:50 予選競技 

 12:00～12:45 昼休憩 

 12:45～16:15 予選競技 

 16:30～ 諸連絡 

 17:00 解散 

第３日目 ３月２７日（日） ※大会会場 

 8:10 開場 

  決勝進出者発表（掲示） 

 9:00～ 9:15 審判員会議 

 9:30～11:50 決勝競技 

 11:50～12:30 昼休憩 

 12:30～14:00 技術研修  

 14:10～15:00 閉会式   

２１．大会事務局（問い合わせ先） 

    全国高体連専門部担当  ◎京都翔英高等学校 教諭  水島 壮司・岡澤 義晃 

                  〒６１１－００１３  京都府宇治市莵道大垣内３３－１０ 

                  ＴＥＬ ０７７４－２３－２２３８ ＦＡＸ ０７７４－２３－９０８８ 

    連盟本部担当      ◎一般財団法人 少林寺拳法連盟 振興普及部 中山 京子・谷 聡士 

                  〒７６４－８５１１  香川県仲多度郡多度津町本通３－１－５９ 

                  ＴＥＬ ０８７７－３３－２０２０ ＦＡＸ ０８７７－５６－６０２２ 

    ゼッケン担当     ◎宮城県塩釜高等学校 教諭  小島 美貴 

      （申込先）       〒９８５－００５６ 宮城県塩釜市泉ケ岡７番１号  東キャンパス 

                ＴＥＬ ０２２－３６２－０１８８ ＦＡＸ ０２２－３６２－０１８９ 


